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教
育
関
連
の
事
業
に
と

　
　
　
　
　
　

 

１
０
０
万
円
を
寄
附

  
㈱
高
橋
建
設
に
感
謝
状

　

５
月
16
日

（金）
、
町
は
「
教
育
関
連
の
事
業
に
役
立
て
て

ほ
し
い
」
と
１
０
０
万
円
を
寄
附
し
た
㈱
高
橋
建
設
（
高

橋
千
尋
社
長
）
へ
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
佐
藤
町
長
は

「
今
回
で
11
回
目
と
な
る
寄
附
。
毎
年
寄
附
し
て
い
た
だ

き
あ
り
が
た
い
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
有
効
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、
高
橋

社
長
に
感
謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

▲佐藤町長と高橋社長で記念撮影

中
村
房
子
さ
ん

百
歳
お
め
で
と
う
！

　

５
月
９
日

（金）
、
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
中
村
房
子
さ
ん

（
字
上
里
在
住
）
に
対
し
、
町
長
よ
り
褒
状
と
長
寿
祝
金

の
贈
呈
が
ご
自
宅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ご
家
族
が
見
守
る
中
、
町
長
か
ら
「
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」

の
言
葉
と
共
に
、
褒
状
と
長
寿
祝
金
が
贈
呈
さ
れ
、
記

念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
村
房
子
さ
ん
は
「
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
感

謝
を
述
べ
ま
し
た
。

▲町長より褒状と長寿祝金が贈呈されました。

☆問合せ先☆

　　政策推進課　政策推進係　☎６４-３３１２

詳細は町ＨＰを
ご覧ください。

　

厚
沢
部
町
で
は
、令
和
元
年
に
開
設
し
た
認
定
こ
ど
も
園「
は

ぜ
る
」
を
拠
点
と
し
、
子
育
て
世
代
を
対
象
と
し
た
新
た
な
関

係
人
口
の
創
出
を
目
的
に
「
保
育
園
留
学
」
事
業
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
は
、
町
外
の
子
育
て
世
帯
が
１
～
３
週
間

町
内
に
滞
在
し
、
保
育
園
を
利
用
し
な
が
ら
、
自
然
豊
か
な
暮

ら
し
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
体
験
す
る
機
会
を
提
供
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
ご
家
族
か
ら
「
ま
た
来
た
い
」「
今

度
は
長
く
滞
在
し
た
い
」と
い
っ
た
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
声
に
応
え
る
形
で
、
町
で
は
こ
の
た
び
「
小
学
生

留
学
」
事
業
を
新
た
に
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

本
事
業
は
、保
育
園
留
学
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
ご
縁
を
、

子
ど
も
の
成
長
に
あ
わ
せ
て
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
単
な
る
短
期
滞
在
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

域
と
継
続
的
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
よ
り
深
い
交
流

と
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

小
学
生
留
学
の
実
施
校
と
な
る
の
は
、
町
内
の
館
小
学
校
で

す
。
少
人
数
制
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
な
教
育
と
、
地
域
に
根

ざ
し
た
学
習
活
動
が
特
色
の
学
校
で
あ
り
、
訪
れ
る
児
童
も
安

心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
な
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
滞
在
期
間

中
、
留
学
生
と
な
る
児
童
は
、
地
元
の
児
童
と
と
も
に
日
々
の

学
校
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
時
期
に
よ
っ
て
農
作
業
や
自
然
体

験
、
地
域
行
事
な
ど
、
厚
沢
部
町
な
ら
で
は
の
貴
重
な
体
験
を

積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
あ
た

た
か
く
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
町
民
と
来
訪
者
の
双
方
に
と
っ
て
実
り
あ
る
交
流
と
な
る

よ
う
、
丁
寧
な
運
営
と
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
留
学
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
教
育
面
及
び
安

全
面
に
十
分
に
配
慮
し
、
保
護
者
と
の
事
前
の
調
整
や
滞
在
支

援
体
制
の
整
備
も
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
新
た
な
取
り
組
み
が
、将
来
的
に
「
ま
た
来
た
い
」「
こ

の
町
と
つ
な
が
り
続
け
た
い
」
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
体

験
と
な
り
、
厚
沢
部
町
の
魅
力
が
よ
り
多
く
の
方
々
に
伝
わ
っ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
保
育
園
留
学
の
そ
の
先
へ

「
小
学
生
留
学
」
が
始
ま
り
ま
す

▲小学生留学が始まる「館小学校」

「
移
住
支
援
金
」
交
付
事
業

　　　　　

開

始

の
お

知

ら

せ

☆問合せ先☆

　　教育委員会事務局　☎６４-３３１８
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町
税
、
各
保
険
料
を
納
め
忘
れ

な
い
た
め
に
、
安
全
確
実
な
口
座

振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

口
座
を
お
持
ち
の
町
内
の
金
融

機
関
に
て
、
通
帳
と
届
出
印
を
持

参
の
う
え
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

（
申
込
用
紙
は
取
り
扱
い
の
金
融

機
関
に
あ
り
ま
す
）。

町
税
や
保
険
料
の
普
通
徴
収

の
納
期
は
次
の
通
り
で
す
。

納
付
は
便
利
で
確
実
な

「
口
座
振
替
」
を
！

町
税
や
保
険
料
は
納
期
内
に
納
付
を
！

町
税
や
保
険
料
は
納
期
内
に
納
付
を
！

軽
自
動
車
税
の
納
期
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
税
は
納
付
書
を
４
月

に
発
付
し
て
い
ま
す
。
自
動
車
税

の
納
期
限
よ
り
１
ヵ
月
早
い
令
和

７
年
４
月
30
日
が
期
限
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
既
に
納
期
限
が
過
ぎ

て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
納
付
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
早
急
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
書
の
発
付
に
つ
い
て

〇
軽
自
動
車
税

〇
固
定
資
産
税

　

発
付
済
み

〇
町
・
道
民
税

　

６
月
５
日
発
付
予
定

〇 

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

７
月
11
日
発
付
予
定

税 目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

軽 自 動 車 税 全期

固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期

町 ・ 道 民 税 １期 ２期 ３期 ４期

国民健康保険税

後期高齢者医療保険料

介護保険料

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期

納
税
相
談
は
お
早
め
に
！

　

町
税
等
を
納
期
限
ま
で
に
納
付

で
き
な
い
場
合
は
、
事
前
に
役
場

の
各
担
当
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
連
絡
が
な
い
場
合
は
納
付
意

思
が
な
い
と
判
断
し
、
滞
納
処
分

（
債
権
等
の
差
押
）
を
実
施
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
納
期
限

後
の
納
付
に
は
、
延
滞
金
を
別
途

請
求
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

★問合せ先★

●各町税及び後期高齢者

　医療保険料については　

　住民税務課課税収納係

　☎６４-３３１３

●介護保険料については

　保健福祉課介護保険係

　☎６４-３３１９　

固定資産税の第１期納期限は

６月２日（月）

忘れずにお支払いを！

問合せ先：住民税務課課税収納係　☎６４－３３１３

※納期限は各納付月の末日となりますので忘れずに納めましょう。
※末日が土日や祝日の場合はその翌日（平日）が納期限となります。

－住民税務課からお知らせ－

 ●問合せ先 住民税務課 課税収納係・国保係 ☎６４－３３１３

このようなケースは役場に届け出を！

【ケース①】　�未登記の住宅や倉庫を個人間で
売買（譲渡）した場合

　届出がないと、前所有者に固定資産税が課
税されます。１２月３０日までに課税収納係
へ届出ください。
【ケース②】　�トラクター等、軽自動車を個人

間で売買（譲渡）した場合
　届出がないと、前所有者に軽自動車税が課
税されます。３月３１日までに課税収納係へ
届出ください。
【ケース③】　�会社に就職し新たに社会保険に

加入した場合
　国民健康保険脱退の届出をしないと、国民
健康保険税が課税され続けます。職場の健康
保険証を持って、国保係へ届出ください。
【ケース④】　�会社を退職し社会保険を脱退し

た場合
　国民健康保険への加入が必要となります。
会社から健康保険資格喪失証明書を受け取
り、国保係へ届出ください。

有
償　

ち
ょ
こ
っ
と
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｏ（
あ
っ
さ
ぼ
）が
ス
タ
ー
ト
！

　

「
ち
ょ
こ
っ
と
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｏ
」
を
４
月
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。現
在
登
録
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
15
名
。「
無
理
せ
ず
、

出
来
る
こ
と
を
出
来
る
と
き
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
５
月
末
ま
で
に
一
例
と
し
て
、
庭
先
の
整
理
整
頓
や
ゴ
ミ
出
し
、
窓

掃
除
な
ど
の
依
頼
が
あ
り
、
活
動
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、
ち
ょ
こ
っ
と
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
利
用
を
希
望
す
る
方
は
左
記
連
絡
先
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。
利
用
料
は
10
分
１
０
０
円
・
最
大
30
分
３
０
０
円
で
す
（
事
前

に
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

　

ま
た
、「
院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｋ
Ｂ
・
Ｉ
♥
」
は
、
４
月
よ
り
厚
沢

部
町
国
保
病
院
内
で
見
守
り
や
声
掛
け
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
交
代
で
毎
週
火
曜
日
９
時
か
ら
11
時
半
ま
で
の
時
間
帯
で
外
来

待
合
室
に
い
ま
す（
ピ
ン
ク
の
ビ
ブ
ス
を
着
用
し
て
い
ま
す
）
。
付
き
添
い

の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
や
家
族
の
方
が
側
を
離
れ
た
際
の
話
し
相
手
や
見
守
り

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
問
合
せ
先　

厚
沢
部
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

担
当　

下
川
部
・
福
士　

☎
６
７
‐
２
２
９
９

 

公
営
塾
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
　
紹
介

　

公
営
塾
で
は
、
４
月
か
ら
横
山
理
人
先
生
、
東
本
拓
海
先
生
、
今
野
翔
太
先
生
の
３
名
が
新
た
に
着
任
し
、
鈴

木
丈
敏
先
生
と
４
名
体
制
で
中
高
生
に
勉
強
を
教
え
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
新
た
に
着
任
し
た
３
名
の
先
生
方
を

紹
介
し
ま
す
。

★
年
齢　

38
歳

★
出
身
地　

東
京
都
大
田
区

★
趣
味　

絵
を
描
く
こ
と

★
特
技　

タ
イ
語

★
町
の
印
象　

　

水
と
米
が
お
い
し
い

★
町
民
の
皆
様
へ

　

厚
沢
部
町
に
来
る
前
は
、
愛
媛

県
の
公
営
塾
で
高
校
生
へ
国
語
を

教
え
て
い
ま
し
た
。

　

タ
イ
に
２
年
半
住
ん
で
い
た
こ

と
が
あ
り
、
タ
イ
語
が
話
せ
ま
す
。

気
軽
に
タ
イ
語
で
話
し
か
け
て
く

だ
さ
い
。

　

北
海
道
の
生
活
は
初
め
て
で

す
。
色
々
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

★
年
齢　

29
歳

★
出
身
地　

長
崎
県
諫
早
市

★
趣
味　

温
泉
、
旅
行
、
ス
ポ
ー

　

ツ
、
漫
画
、
ゲ
ー
ム
等
々

★
特
技　

英
会
話

★
町
の
印
象

　

の
ど
か
で
、
人
が
優
し
い

★
町
民
の
皆
様
へ

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
長
崎
県
で
、

厚
沢
部
町
に
来
る
前
は
長
崎
県
で

英
語
の
教
師
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
英
会
話
が
得
意
で
す
。

中
高
生
の
皆
さ
ん
に
も
英
語
を
中

心
に
教
え
て
い
く
予
定
で
す
。

　

中
高
生
や
地
域
の
方
々
と
の
交

流
を
通
し
て
、
厚
沢
部
町
に
早
く

な
じ
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

横横
よこよこ

山山
やまやま

　　理理
りり

人人
ひとひと

  先生先生

東東
とうとう

本本
もともと

　　拓拓
たくたく

海海
みみ

  先生先生

新

今今
こんこん

野野
のの

　　翔翔
しょうしょう

太太
たた

  先生先生

★
年
齢　

24
歳

★
出
身
地　

福
島
県
白
河
市

★
趣
味　

漫
画
、ゲ
ー
ム
、ス
ポ
ー

　

ツ
★
特
技　

サ
ッ
カ
ー

★
町
の
印
象

　

メ
ー
ク
イ
ン
発
祥
の
地

★
町
民
の
皆
様
へ

　

厚
沢
部
町
に
来
る
前
は
社
会
の

教
員
を
し
て
い
ま
し
た
。
も
っ
と

地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
な

仕
事
が
し
た
い
と
思
い
、
公
営
塾

の
講
師
を
志
望
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
厚
沢
部
町
の
こ
と
を

も
っ
と
知
っ
て
、
厚
沢
部
町
の
魅

力
を
中
高
生
に
も
伝
え
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
・
た
い
こ
や
ま
組
（
年
中
児
）
と
、

し
し
ま
い
組
（
年
長
児
）
は
、
西
口
智
章
さ
ん
（
館
町
）
の
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
で
ア
ス
パ
ラ
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
園

児
た
ち
は
、
ア
ス
パ
ラ
を
見
つ
け
る
と
、
基
準
の
長
さ
（
26
㎝
）

の
棒
を
あ
て
長
さ
を
測
り
、
基
準
よ
り
長
い
ア
ス
パ
ラ
を
ハ

サ
ミ
を
使
っ
て
収
穫
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
し
し
ま
い
組
（
年
長
児
）
は
、
自
ら
収
穫
し
た
ア
ス

パ
ラ
を
道
の
駅
で
販
売
し
ま
し
た
。
大
き
い
声
で
、
「
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
せ
～
、
ア
ス
パ
ラ
い
か
が
で
す
か
～
！
」
と
通

り
か
か
る
方
へ
呼
び
か
け
、
一
生
懸
命
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
頑
張
っ
て
収
穫
し
た
ア
ス
パ
ラ
が
売
れ
た
こ

と
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

 

ア
ス
パ
ラ
を

　

収
穫
・
販
売
体
験
！

素敵な過疎のまちのあゆみ

　

５
月
14
日

（水）
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
『
交
通
安
全
教
室
』

が
同
園
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
し
し
ま
い
組
（
年
長
児
）
が
参
加

し
ま
し
た
。
鶉
駐
在
所
・
阿
部
真
人
所
長
と
館
駐
在
所
・
山

谷
博
所
長
か
ら
「
横
断
歩
道
を
渡
る
時
は
右
見
て
、
左
見
て
、

も
う
一
度
右
を
見
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
」
「
運
転
手
さ
ん

が
見
え
る
よ
う
に
手
を
し
っ
か
り
上
げ
て
渡
っ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
の
約
束
事
を
教
え
て
も
ら
い
、
園
児
は
真
剣
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
講
話
の
後
、
駐
車
場
に
設
置
さ
れ

た
信
号
機
を
見
な
が
ら
横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
練
習
し
、
回

数
を
重
ね
、
上
手
に
渡
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

右
見
て
左
見
て

　

こ
ど
も
園
で

　
　

交
通
安
全
教
室

▲左右をしっかり見て、渡っていました。

素敵な過疎のまちのあゆみ

▲カワヤツメの目がくりくりで可愛い！？

▲収穫してよいアスパラかを、棒を当てて確認します。

 

メ
ー
ク
イ
ン
の

　

種
芋
を
植
え
る
！

　

５
月
15
日

（木）
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
・
し
し
ま
い
組（
年

長
児
）
は
、
館
町
の
早
瀬
さ
ん
の
畑
で
Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
青

年
部
の
皆
さ
ん
と
メ
ー
ク
イ
ン
の
種
芋
を
植
え
ま
し
た
。
園

児
た
ち
は
、
穴
を
掘
る
係
、
種
芋
を
穴
に
入
れ
る
係
、
土
を

か
け
穴
を
埋
め
る
係
に
役
割
分
担
し
、
役
割
を
交
代
し
な
が

ら
、
テ
キ
パ
キ
と
植
え
て
い
ま
し
た
。

　

作
業
後
、園
児
た
ち
は
「
暑
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
！
」

「
は
ぜ
る
で
植
え
た
メ
ー
ク
イ
ン
と
分
か
る
よ
う
に
看
板
を

立
て
た
い
！
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
秋
に
は
自
ら

植
え
た
メ
ー
ク
イ
ン
を
収
穫
す
る
予
定
で
す
。

▲植える間隔は、握りこぶし３個分！

少年団
大　会
結　果

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
お
け
る
各
種
大
会
結
果（
４
月
分
）

●
日
本
空
手
協
会
第
67
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
予
選
兼　

　

第
61
回
北
海
道
空
手
道
選
手
権
大
会

　

４
月
12
日

（土）
～
13
日

（日）
千
歳
市
開
基
記
念
総
合
武
道
館

〇
今
井　

蒼
月　

中
学
３
年
生
男
子
個
人
型
の
部　

優
勝

　
　
　
　
　
　
　

中
学
３
年
生
男
子
個
人
組
手
の
部　

優
勝

〇
藤
島　

奏　
　

中
学
２
年
生
女
子
個
人
型
の
部　

準
優
勝

　
　
　
　
　
　
　

中
学
２
年
生
女
子
個
人
組
手
の
部　

第
三
位

〇
山
本　

陽
翔　

小
学
６
年
生
男
子
個
人
型
の
部　

準
優
勝

　
　
　
　
　
　
　

小
学
６
年
生
男
子
個
人
組
手
の
部　

準
優
勝

〇
加
向　

春
翔　

小
学
３
年
生
男
子
個
人
型
の
部　

準
優
勝

　
　
　
　
　
　
　

小
学
３
年
生
男
子
個
人
組
手
の
部　

準
優
勝

〇
西
口　

絢
翔　

小
学
１
年
生
男
子
個
人
組
手
の
部　

準
優
勝

※
小
学
三
年
生
以
上
の
選
手
に
つ
い
て
は
全
国
大
会
出
場
権
を
獲
得

空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

大
会
結
果

▲大会で優良な成績を収めた日本空手協会
江差支部厚沢部志道館空手スポーツ少年団
の皆さん

▲いらっしゃいませ～！おいしいアスパラですよ～！

生
き
物
を
育
て
学
ぶ

　

カ
ワ
ヤ
ツ
メ
の

　
　

生
育
を
開
始

　

５
月
20
日

（火）
、
厚
沢
部
小
学
校
４
年
生
16
名
が
町
河
川
資

源
保
護
振
興
会
・
坂
本
和
晃
会
長
の
講
師
の
下
、
同
校
理
科

室
で
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
の
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
カ
ワ
ヤ
ツ

メ
の
生
態
や
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
綺

麗
な
環
境
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
後
、
人
工
授
精
を
体
験
。
児

童
た
ち
は
元
気
に
動
き
回
る
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
に
「
ヌ
ル
ヌ
ル
し

て
滑
る
！
」「
意
外
と
可
愛
い
！
」
と
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
上
手
に
採
取
。
今
回
人
工
授
精
し
た
受
精
卵
の
管
理
全
て

を
４
年
生
が
行
い
、
ふ
化
後
に
は
、
厚
沢
部
川
に
放
流
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

▲大きいアスパラを指さし確認！よし！
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選挙
総
務
総
務
は
じ
め

は
じ
め未来

への
未来

への

一歩
！

一歩
！

そ
う
む

そ
う
む

品
位
悪
男

品
位
悪
男

ひ
ん
い

ひ
ん
い

わ
る
お

わ
る
お

商
品
広
告

わ
い
せ
つ
画
像
な
ど

ポスターの「品位保持」のため
公職選挙法が改正されました。

１ ポスターの記載に関する義務の新設（法第１４４条の４の２）

・ポスター掲示場に掲示するポスターには、その表面に、ポスターを使用する公職の候補

者の氏名を、選挙人に見やすいように記載しなければならないこと。

・公職の候補者は、その責任を自覚し、ポスター掲示場に掲示するポスターには、他人若

しくは他の政党等の名誉を傷つけたり、善良な風俗を害したり、特定の商品の広告その

他営業に関する宣伝をする等、品位を損なう内容を記載してはならないこと。

２ ポスターにおける営業宣伝に係る罰則の新設（法２３５条の３第２項）

・ポスター掲示場に掲示したポスター等において、特定の商品の広告その他営業に関する

宣伝をした者は、１００万円以下の罰金に処すること。

３ 施行期日等

　上記改正は、令和７年５月２日から施行され、施行の日以後、その期日を公示又は告示さ

れる選挙について適用されます。

公職選挙法の改正内容

選挙運動用ポスター

には、ポスターを使

用する候補者の氏名

を有権者が見やすい

ように記載します。

選挙運動用ポスター

には、品位を損なう

内容を記載してはい

けません。

「選挙妨害」や「虚偽事項の公表」は

私たち有権者は、

候補者の政見、政党の政策などを知り、

私たちの思いを実現する人々を選び、投票することが大事！　

そのためには、

選挙が自由かつ公正に行われなければならないのです。

投票の自由や選挙運動の自由を

妨害するような行為は選挙の自由妨害罪として処罰されます。

また、公職の候補者に関して虚偽の事項を公にすることは、

処罰の対象となり得ますので、SNS等の発信（拡散）に

当たっては、情報の真偽をよく確かめてから

発信するようにしましょう。

有権者や候補者などへの暴行や威迫、

集会や演説の妨害、文書図画の毀損など、

選挙の自由を妨害することや、当選させない目的をもって、

候補者に関して虚偽の事項を公にし、

又は事実をゆがめて公にする（SNSでの発信も含まれます）

ことは処罰の対象となります（公職選挙法225条、235条２項）。

犯罪です犯罪です

ルールを守って、明るい選挙！

「選挙のめいすいくん」の家族

「選挙妨害」や「虚偽事項の公表」は

私たち有権者は、

候補者の政見、政党の政策などを知り、

私たちの思いを実現する人々を選び、投票することが大事！　

そのためには、

選挙が自由かつ公正に行われなければならないのです。

投票の自由や選挙運動の自由を

妨害するような行為は選挙の自由妨害罪として処罰されます。

また、公職の候補者に関して虚偽の事項を公にすることは、

処罰の対象となり得ますので、SNS等の発信（拡散）に

当たっては、情報の真偽をよく確かめてから

発信するようにしましょう。

有権者や候補者などへの暴行や威迫、

集会や演説の妨害、文書図画の毀損など、

選挙の自由を妨害することや、当選させない目的をもって、

候補者に関して虚偽の事項を公にし、

又は事実をゆがめて公にする（SNSでの発信も含まれます）

ことは処罰の対象となります（公職選挙法225条、235条２項）。

犯罪です犯罪です

ルールを守って、明るい選挙！

「選挙のめいすいくん」の家族

　

５
月
14
日

（水）
、
公
営
塾
と
共

同
で
塾
生
を
対
象
に
「
あ
っ
さ

ぶ
ラ
ボ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
17
名
で
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
仲
良
く

な
ろ
う
」
。
共
通
点
探
し
ワ
ー

ク
や
、
大
盛
り
上
が
り
だ
っ
た

リ
レ
ー
作
文
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
こ
の
企
画
は
、
教
科
学
習

と
の
横
断
的
な
学
び
や
、「
や

　
公
営
塾
で
「
あ
っ
さ
ぶ
ラ
ボ
」
を
実
施
！

地
域
魅
力
化

地
域
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

り
た
い
！
」
を
軸
に
し
た
主
体

的
な
学
び
の
土
台
づ
く
り
、
地

域
へ
の
愛
着
の
醸
成
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
し

て
実
施
し
、
地
域
と
連
携
し
な

が
ら
活
動
を
広
げ
て
い
き
ま

す
。
次
回
の
参
加
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

【
地
域
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 

宮
脇　

い
ず
み
】

▲個性豊かなリレー作文ができました。
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社
会
教
育
通
信

　

校
長
写
真
に
見
る
鶉
小
学
校
の
歴
史 

　

令
和
７
年
３
月
31
日
に
閉
校
し

た
鶉
小
学
校
の
歴
代
校
長
写
真
が

郷
土
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
校
長
先
生
の
姿
に
も
当
時
の

風
俗
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
第
８
代
校
長　

佐
藤
庄
作
さ
ん

（
Ｔ
７
～
10
年
）

　

肖
像
写
真
が
残
る
最
初
の
校
長

先
生
が
８
代
目
の
佐
藤
庄
作
先
生

で
す
。
ず
い
ぶ
ん
と
若
い
校
長
先

生
の
よ
う
で
す
。
丸
み
の
あ
る
顔

と
丸
メ
ガ
ネ
、
薄
い
口
ひ
げ
が
い

か
に
も
知
的
エ
リ
ー
ト
風
で
す
。

明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
の
社
会
的

地
位
の
高
い
男
性
は
ス
テ
ー
タ
ス

と
し
て
口
ひ
げ
を
蓄
え
る
ケ
ー
ス

が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

お
す
す
め
新
着
図
書

心豊かに学び、 厚沢部町の未来を拓く人を育む

教育委員会だより

文責　厚沢部町教育委員会

令和７年（2025年）６月

No.19

　

新
１
年
生
に
と
っ
て
初
め
て
の

小
学
校
の
給
食
。
笑
顔
で
お
い
し

そ
う
に
食
べ
る
姿
に
、
学
校
生
活

へ
の
期
待
が
ふ
く
ら
み
ま
す
。

創造の翼事業「厚中修学旅行」
　４月 20 日（日）から 23 日（水）、厚沢部中３年
生が「創造の翼事業」による九州縦断の修学旅
行に行ってきました。今年も町が費用を全額負
担し、「バリ楽しむべ in Kyusyu」のスローガ
ンのもと、史跡や名所を巡りました。生徒たち
は歴史や平和の大切さに触れ、仲間との絆を深
める充実した４日間となりました。

　　　　　　－教育委員会だより－－教育委員会だより－

　

新
し
く
仲
間
入
り
し
た
お
す
す

め
コ
ミ
ッ
ク
を
紹
介
し
ま
す
！

●
「
葬
送
の
フ
リ
ー
レ
ン
」　

山

田
鐘
人（
原
作
）
ア
ベ
ツ
カ
サ
（
作

画
）（
小
学
館
）

　

２
０
２
１
年
第
14
回
マ
ン
ガ
大

賞
作
品
。
魔
王
を
倒
し
た
勇
者
一

行
の
そ
の
後
を
魔
法
使
い
フ
リ
ー

レ
ン
の
視
点
で
描
き
ま
す
。

●
「
は
た
ら
く
細
胞
」　

清
水
茜

（
講
談
社
）

　

人
間
の
体
内
が
舞
台
！
血
球
や

細
胞
た
ち
の
働
き
を
お
も
し
ろ
く

知
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
。
６
巻

完
結
。

新
１
年
生
初
め
て
の
給
食

館

小

全

校

遠

足

　

館
小
学
校
で
は
５
月
２
日

（金）
に

全
校
遠
足
が
あ
り
ま
し
た
。
函
館

山
登
山
や
函
館
公
園
散
策
で
春
の

自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

全

校

道

徳

科

授

業

　

５
月
１
日

（木）
、
厚
沢
部
中
学
校

を
会
場
に
、
町
内
の
小
学
６
年
生

以
上
を
対
象
と
し
た
道
徳
科
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
町

内
小
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
で
あ
る
冨
家
直
明
教
授

６
月
の
主
な
行
事

２
日

（月）
小
学
校
振
替
休

３
日

（火）
少
年
の
主
張
厚
沢
部
大
会

７
日

（土）
中
体
連
陸
上
檜
山
大
会

10
日

（火）
～
11
日

（水）
厚
中
宿
泊
研
修

17
日

（火）
厚
中
生
徒
指
導
交
流
会

26
日

（木）
～
27
日

（金）
小
学
校
合
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　

修
学
旅
行

27
日

（金）
少
年
の
主
張
檜
山
大
会

町

民

プ

ー

ル

が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

　　　第８代　佐藤庄作校長　　　第８代　佐藤庄作校長

▲厚沢部小学校１年生　給食の様子

長崎・平和公園
　平和祈念像の前で平和への思いを新たにしま

した。

太宰府天満宮
　旅のしめくくりに学問の神様を参拝し、多く

の学びを胸にして厚沢部へと帰ってきました。

▲館小学校遠足　函館山にて

（
北
海
道
医
療
大
学
）で
す
。

　

小
６
～
中
１
は
「
自
己
効
力
感

を
高
め
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
中
２

～
３
は「
自
己
調
整
学
習
」
を
テ
ー

マ
に
、
自
分
の
考
え
を
深
め
な
が

ら
学
び
合
い
ま
し
た
。

▲冨家教授を招いた授業

●
第
22
代
校
長　

新
明　

清
さ
ん

（
Ｓ
22
～
25
年
）

　

厚
沢
部
町
史
『
桜
鳥
』
の
編
者

と
し
て
も
知
ら
れ
る
新
明
先
生
で

す
。
鶉
小
学
校
の
ほ
か
、
館
小
学

校
や
厚
沢
部
小
学
校
で
も
教
鞭
を

と
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
年
配

の
方
は
ご
記
憶
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

写
真
は
戦
後
ま
も
な
く
撮
影
さ

れ
た
も
の
で
、
口
ひ
げ
を
蓄
え
ら

れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
佐
藤
校
長
先

生
と
比
べ
る
と
ぐ
っ
と
現
代
的
な

容
姿
と
い
え
ま
す
。

　

新
明
先
生
が
編
集
さ
れ
た
厚
沢

部
町
史
『
桜
鳥
』
は
、
町
民
目
線

で
編
集
さ
れ
た
町
史
と
し
て
歴
史

家
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

　　第 22 代　新明　清校長　　第 22 代　新明　清校長

す
。
多
く
の
町
史
が
『
新
撰
北
海

道
史
』
な
ど
の
内
容
を
引
き
写
し

て
自
町
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
に
と
ど

ま
る
の
に
対
し
て
、
独
自
の
資
料

調
査
や
町
民
へ
の
聞
き
取
り
を
熱

心
に
行
い
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の

高
い
町
史
を
編
集
し
ま
し
た
。

●
第
28
代
校
長　

木
村
盛
司
さ
ん

（
Ｓ
54
～
60
年
）

　

木
村
先
生
は
、
美
和
小
学
校
の

教
頭
を
務
め
た
こ
と
も
あ
り
、
厚

沢
部
町
在
任
期
間
が
長
い
先
生
で

す
。
木
村
先
生
の
在
任
期
間
中
に

鶉
小
学
校
は
、
開
校
百
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　

現
職
の
頃
か
ら
剣
道
少
年
団
の

指
導
に
従
事
さ
れ
、退
職
後
も
、剣

道
少
年
団
の
指
導
を
通
じ
た
青
少

年
の
育
成
に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

町
の
社
会
教
育
委
員
や
体
育
協
会

役
員
と
し
て
も
功
績
の
大
き
い
先

生
で
す
。

　　第 28 代　木村盛司校長　　第 28 代　木村盛司校長

●
開
設
期
間

　

６
月
１
日

（日）
～
９
月
21
日

（日）

●
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

　
　

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館
）

●
開
設
時
間

　

【
６
月
・
９
月
】　

14
時
～
20
時

　

【
７
月
・
８
月
】　

10
時
～
20
時

総

合

体

育

館

Ｌ

Ｅ

Ｄ

工

事

●
工
事
内
容

　

水
銀
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
交
換

し
ま
す
。

●
工
事
期
間

　

令
和
７
年
11
月
頃
か
ら
令
和
８

年
３
月
頃

●
利
用
制
限
等

　

足
場
を
設
置
す
る
た
め
、
利
用

制
限
、
全
面
利
用
停
止
を
行
い
ま

す
。
詳
細
は
施
工
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

鹿児島・知覧特攻平和会館
　特攻隊員の像と旧軍用機を背に、平和の大切
さを胸に刻むひとときとなりました。
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近
年
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
以
下

「
ス
マ
ホ
」と
い
い
ま
す
。）が
全
世

代
に
普
及
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
死
亡
時
に
ス
マ
ホ
が
残
っ
て

し
ま
う
と
い
っ
た
事
態
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
ス
マ
ホ
は
１
つ
の
端
末

で
様
々
な
情
報
を
管
理
す
る
こ
と

が
で
き
大
変
便
利
で
す
が
、
そ
の

反
面
、
相
続
が
発
生
し
た
場
合
は

様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を
生
む
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は

ス
マ
ホ
と
相
続
に
つ
い
て
、
気
を

つ
け
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
取
り
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

故
人
の
ス
マ
ホ
が
見
つ
か
り
、

ス
マ
ホ
に
ロ
ッ
ク
が
か
か
っ
て
い

た
場
合
、
相
続
人
は
ス
マ
ホ
の
ロ

ッ
ク
を
解
除
で
き
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
は
、
故
人
の
ス
マ
ホ
の
パ
ス

ワ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
注
意
す
る
こ
と
は
、
ス

マ
ホ
に
よ
っ
て
は
パ
ス
ワ
ー
ド
を

複
数
回
間
違
え
る
と
自
動
で
ス
マ

ホ
の
中
身
を
初
期
化
し
て
し
ま
う

機
能
が
つ
い
て
い
る
場
合
が
あ
る

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
故
人
の

パ
ス
ワ
ー
ド
が
分
か
ら
な
い
場
合

に
、
闇
雲
に
パ
ス
ワ
ー
ド
候
補
を

入
れ
る
の
は
辞
め
た
ほ
う
が
良
い

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る

に
は
、
家
族
に
あ
ら
か
じ
め
パ
ス

ワ
ー
ド
を
共
有
し
て
お
く
こ
と

や
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
な
ど

に
ス
マ
ホ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
記
入

し
万
が
一
の
時
に
備
え
る
と
い
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

も
し
仮
に
ス
マ
ホ
の
ロ
ッ
ク
が

解
除
で
き
た
と
し
て
も
い
く
つ
か

気
を
つ
け
る
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
ず
、
他
に
相
続
人
が
い
る
場

合
は
、
他
の
相
続
人
に
ス
マ
ホ
を

確
認
す
る
こ
と
の
同
意
を
得
た
ほ

う
が
良
い
で
す
。可
能
で
あ
れ
ば
、

他
の
相
続
人
も
一
緒
に
ス
マ
ホ
を

確
認
し
た
ほ
う
が
良
い
で
す
。
他

の
相
続
人
の
意
見
を
聞
か
ず
に
ス

マ
ホ
の
中
身
を
確
認
し
た
場
合
、

思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

法
テ
ラ
ス
通
信
通
信

～
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
相
続
～
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次
に
、
故
人
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

に
ロ
グ
イ
ン
す
る
際
は
、
ス
マ
ホ

を
機
内
モ
ー
ド
な
ど
に
し
て
ネ
ッ

ト
に
つ
な
が
ら
な
い
状
態
に
し
た

ほ
う
が
良
い
で
す
。
こ
れ
は
、
ネ

ッ
ト
に
つ
な
が
っ
た
状
態
で
ア
プ

リ
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
こ
と
で
ア
プ

リ
の
規
約
違
反
に
な
る
と
い
っ
た

事
態
を
回
避
す
る
た
め
の
対
応
で

す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
故
人
の
ス
マ

ホ
を
取
り
扱
う
際
は
、
慎
重
に
行

っ
た
ほ
う
が
良
い
で
す
。
ま
た
相

続
時
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
ス
マ
ホ
に
関
す
る
情
報
を

日
頃
か
ら
整
理
す
る
こ
と
も
大
事

で
す
。

【
法
テ
ラ
ス
江
差

　
　
　

弁
護
士　

樋
口　

直
久
】

不
法
投
棄
は

　

犯
罪
で
す
！

　

最
近
、
町
内
の
道
路
脇
等
や
河

川
へ
の
不
法
投
棄
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。
特
に
道
路
脇
等
は
、「
人
目

に
付
き
に
く
い
場
所
」
や
「
毎
年

同
じ
場
所
」
に
ご
み
が
捨
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
は
町
内
の

景
観
を
損
な
う
だ
け
で
は
な
く
、

生
態
系
へ
も
影
響
を
与
え
ま
す
の

で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

町
職
員
や
警
察
、
檜
山
振
興
局

の
職
員
が
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
捨
て
の

ル
ー
ル
を
守
り
、
き
れ
い
な
厚
沢

部
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
不
法

投
棄
物
を
発
見
し
た
場
合
や
、
不

法
投
棄
を
目
撃
し
た
場
合
は
、
住

民
税
務
課
生
活
安
全
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

不
法
投
棄
は
、
５
年
以
下
の
懲

役
も
し
く
は
、
１
０
０
０
万
円
以

下（
法
人
の
場
合
は
３
億
円
以
下
）

の
罰
金
ま
た
は
こ
の
両
方
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

★
問
合
せ
先　

生
活
安
全
係

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
３

児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て

児
童
手
当
講
座
講
座

● 

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等
で
、
住

民
票
の
住
所
と
異
な
る
市
区
町

村
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方

● 

支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
が
な
い
方

● 

離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居　

し
て
い
る
方

● 

「
監
護
相
当
・
生
計
費
の
負
担

に
つ
い
て
の
確
認
書
」
を
提
出

し
、
22
歳
の
年
度
末
ま
で
の
子

が
学
生
以
外
の
方

● 

そ
の
他
、
町
か
ら
提
出
の
案
内

が
あ
っ
た
方

　

現
況
届
の
提
出
が
必
要
と
な
る

方
へ
は
６
月
中
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
期
日
ま
で
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
児
童
手
当
に
関
す
る
手
続
き

　

児
童
手
当
に
関
す
る
手
続
き
は

次
の
通
り
で
す
の
で
、
該
当
に
な

る
場
合
は
お
早
め
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。
そ
の
他
、
届
出
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
児
童

の
監
護
状
況
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□ 

認
定
請
求
書
…
初
め
て
の
児
童

が
生
ま
れ
た
時
や
受
給
者
が
町

に
転
入
し
た
時
（
請
求
に
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す
）

□ 

額
改
定
認
定
請
求
書
…
出
生
な

ど
に
よ
り
児
童
が
増
え
た
時

□ 

額
改
定
届
…
監
護
、
生
計
関
係

の
変
化
な
ど
に
よ
り
児
童
が

減
っ
た
時
等

□ 

受
給
事
由
消
滅
届
…
受
給
者
が

転
出
し
た
時
や
支
給
対
象
と
な

る
児
童
を
監
護
し
な
く
な
っ
た

時
等

★
問
合
せ
先　

子
育
て
支
援
係

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
９

〇
現
況
届
の
提
出
は
原
則
不
要
で
す
。

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
６
月
に
現
況
届
の
提
出
を
お

願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
６
月
以
降
か
ら
次
の
方
を
除
き
現
況

届
の
提
出
が
不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
提
出
が
必
要
な
方
】

令
和
７
年
度
の
大
豆
栽
培
試
験

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

　

農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
の
施
肥
防
除
に
関
す
る
技
術

課
題
の
解
決
に
向
け
、
ホ
ク
レ
ン

な
ど
と
連
携
し
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
新
資
材
・
新
技
術
の
確
認

試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
７

年
度
は
、
大
豆
の
品
種
に
よ
る
裂

皮
（
皮
が
破
れ
て
割
け
る
状
態
）
の

抵
抗
性
に
つ
い
て
試
験
を
行
い
ま

す
。

　

町
内
で
栽
培
さ
れ
る
主
力
品
種

「
ト
ヨ
ム
ス
メ
」
は
、
中
生
品
種
の

中
で
も
裂
皮
し
や
す
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
裂
皮
は
、
開
花
後
19
～

23
日
後
に
高
温
に
な
る
こ
こ
と
で

増
加
す
る
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、

特
に
近
年
の
気
温
上
昇
に
よ
り
激

増
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
「
ト
ヨ
ム
ス
メ
」
に

代
わ
る
品
種
と
し
て
「
と
よ
ま
ど

か
」
と
「
ゆ
き
ほ
ま
れ
Ｒ
」
を
比

較
栽
培
し
、
品
種
の
違
い
に
よ
る

裂
皮
に
対
す
る
強
さ
を
調
査
し
ま

す
。

　

ま
た
、
裂
皮
の
発
生
を
軽
減
さ

せ
る
た
め
に
は
、
遅
ま
き
に
よ
る

登
熟
遅
延
に
よ
っ
て
登
熟
期
の
高

温
を
避
け
、
粒
肥
大
を
緩
慢
と
さ

せ
る
対
策
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

こ
ち
ら
は
、
他
の
機
関
に
よ
り
調

査
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
後
、
夏
季
の
高
温
は
避
け
ら

れ
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

裂
皮
抵
抗
性
品
種
の
確
立
・
普
及

が
急
が
れ
ま
す
。

　

【
農
業
振
興
係　

𠮷
田　

友
耶
】 ▲裂皮粒

農
地
の
賃
貸
及
び
売
買
価
格
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り
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【
農
業
者
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
へ
～
現
況
届
の
提
出
を

忘
れ
ず
に
】

　

農
業
者
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
に
は
、
５
月
下
旬
に
農

業
者
年
金
基
金
か
ら
「
現
況
届
」

の
提
出
依
頼
が
郵
便
で
届
き
ま

す
。

　

「
現
況
届
」
は
農
業
者
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
が
変
わ
ら
ず
年

金
を
受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
否

か
に
つ
い
て
、
年
１
回
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
必
要
事
項

を
記
入
・
署
名
の
上
、
令
和
７
年

６
月
27
日

（金）
ま
で
に
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
提
出
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

期
限
内
に
提
出
が
な
い
場
合
、

11
月
か
ら
の
支
給
が
差
止
め
と
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
受
給
権
者
が
死

亡
し
て
い
る
場
合
は
提
出
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
令
和
６
年
の
農
地
の
賃
貸
及
び

売
買
価
格
に
つ
い
て
】

　

令
和
６
年
中
に
契
約
さ
れ
た
町

内
農
地
の
賃
貸
及
び
売
買
価
格

（
10
ａ
あ
た
り
）
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
今
後
契
約
す
る
際
の
参

考
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
農
業
者
年
金
、
売
買
・
貸
借
・

　

相
続
等
の
農
地
に
関
す
る
事
は

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

（
☎
６
４
‐
３
３
１
４
）へ

田 畑

平均価格

（10aあたり）
13,000円 4,000円

最高価格

（10aあたり）
25,000円 5,000円

最低価格

（10aあたり）
3,000円 1,000円

田 畑

平均価格

（10aあたり）
136,000円 57,000円

最高価格

（10aあたり）
200,000円 100,000円

最低価格

（10aあたり）
30,000円 10,000円

農地賃貸価格
令和６年１月～ 12 月実績

農地売買価格
令和６年１月～ 12 月実績

※平均から一定の偏りがあるデータは

　除いています。

※平均から一定の偏りがあるデータは

　除いています。
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食生活
改　善
協議会

今月の簡単レシピ

鉄分＆カルシウム
たっぷり！ふりかけ

　お子様から大人まで誰でも食べやすい手

作りふりかけです。

　ひじきとごま、かつお節だけでも仕上が

りますが、しらすや桜エビを加えることで

うま味と栄養価が上がります。冷蔵庫保存

で１週間以内にお召し上がりください。

（5～6食分）

【材料】 【数量】 【作り方】

乾燥ひじき ２０ｇ
①ひじきはたっぷりの水に浸し戻
します。

②フライパンにひじき、しらす、
桜エビ、●調味料を入れて中火に
かけます。

③調味料の水分が飛ぶまで全体を
炒ります。

④水分が無くなった頃に、白ごま
とかつお節を加えてさっと炒めて
完成です。

しらす ２０ｇ

桜エビ １０ｇ

●砂糖 大さじ２

●しょうゆ 大さじ２

●みりん 大さじ２

白いりごま 大さじ２

かつお節パック １袋

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

食改からの
コメント

　

今月は、保健師　笹森　志穂　です

ごめんください
　　保健師です！ 412不妊治療費等

助成事業について

☆お問い合わせ先☆ 町保健福祉センター内　健康増進係　☎６４-３３１９

一般不妊治療 生殖補助医療 男性不妊治療 不育症治療
先進医療

生殖補助医療と併用して
実施した場合のみ

対
象
治
療

・タイミング療法
・排卵誘発療法
・人工授精

・体外受精
・顕微授精

・精巣内精子精
  検採取法
・精巣内上体内
  精子吸引採取法

・不育症の原因を
　特定するための
　検査、治療

・子宮内膜刺激術
・タイムラプス撮像法
・子宮内膜擦過術
・子宮内膜受容能検査１
・子宮内細菌叢検査１

など国が先進技術として
告示している不妊治療

助
成
内
容

（

上
限
額
）

1年間で10万円
1回の治療につき
20万円

1回の治療につき15
万円

北海道の助成分を引
いた額のうち1回の
治療につき20万円
（北海道の助成：10
万円）

1回の治療につき5万円

期
間
・
回
数

4月～3月
（年度をまたがって治
療する場合は、再度申
請。生殖補助医療へ切
り替わる場合も、そのタ
イミングで申請）

上記治療に加えて、交通費・宿泊費も助成します。

必要書類

・助成を受けたい方は、事前に保健師まで連絡のうえ、保健福祉センターまでお越しください。　

　　厚沢部町では子どもを安心して産み育てられる環境を支援するため、不妊治療にかかる費用の助成を下記のとおり
実施しています。

治療の対象となる子ども1人に対し、初めての治療開始時点の女性の年齢が
40歳未満：通算6回まで

40歳以上43歳未満：通算3回まで

※不育症治療の申請の場合はまず保健所に申請

【申請に必要なもの】
1.厚沢部町不妊治療費助成申請書
2.厚沢部町生殖補助医療費助成事業受診等証明書　または
　　厚沢部町一般不妊治療費助成事業受診等証明書
3.厚沢部町不妊治療費助成請求書
4.領収書の写し（宿泊費を申請する場合は、宿泊費の領収証も）
5.支給決定通知書の写し、健康保険限度額適用認定証（高額療養費に該当する場合）
6.北海道助成事業の助成決定通知書の写し（不育症治療を申請する場合）
7.医療費付加給付等支給証明書（該当者のみ）
8.印鑑、振込先の口座番号がわかるもの(申請者名義の通帳）

※高額療養費制度に該当する場合は、その限度額が助成対象となります。

交
通
費

宿
泊
費

・函館市内の医療機関
　1回2,450円

・渡島管内以外の医療機関に受診した場合（札幌市など）
　厚沢部町職員の旅費に関する条例に基づき自家用車を利用したものとして
  算出した車賃の額に２分の１を乗じて得た額

厚沢部町不妊治療費等助成事業

助成内容

・医療機関の領収書

・宿泊施設の領収書

・函館市
　なし

・渡島管内以外の医療機関に受診した場合（札幌市など）
　1回の通院につき１泊1名分を上限に、宿泊料の実費に２分の１を乗じて得た額。ただ
　し、助成の上限は１万円。

申請書類は、保健福祉センターに直接受け取

りにきて頂くことになりますので、助成を希望さ

れる方は保健師までご連絡ください。

一般不妊治療 生殖補助医療 男性不妊治療 不育症治療
先進医療

生殖補助医療と併用して
実施した場合のみ

対
象
治
療

・タイミング療法
・排卵誘発療法
・人工授精

・体外受精
・顕微授精

・精巣内精子精
  検採取法
・精巣内上体内
  精子吸引採取法

・不育症の原因を
　特定するための
　検査、治療

・子宮内膜刺激術
・タイムラプス撮像法
・子宮内膜擦過術
・子宮内膜受容能検査１
・子宮内細菌叢検査１

など国が先進技術として
告示している不妊治療

助
成
内
容

（

上
限
額
）

1年間で10万円
1回の治療につき
20万円

1回の治療につき15
万円

北海道の助成分を引
いた額のうち1回の
治療につき20万円
（北海道の助成：10
万円）

1回の治療につき5万円

期
間
・
回
数

4月～3月
（年度をまたがって治
療する場合は、再度申
請。生殖補助医療へ切
り替わる場合も、そのタ
イミングで申請）

上記治療に加えて、交通費・宿泊費も助成します。

必要書類

・助成を受けたい方は、事前に保健師まで連絡のうえ、保健福祉センターまでお越しください。　

　　厚沢部町では子どもを安心して産み育てられる環境を支援するため、不妊治療にかかる費用の助成を下記のとおり
実施しています。

治療の対象となる子ども1人に対し、初めての治療開始時点の女性の年齢が
40歳未満：通算6回まで

40歳以上43歳未満：通算3回まで

※不育症治療の申請の場合はまず保健所に申請

【申請に必要なもの】
1.厚沢部町不妊治療費助成申請書
2.厚沢部町生殖補助医療費助成事業受診等証明書　または
　　厚沢部町一般不妊治療費助成事業受診等証明書
3.厚沢部町不妊治療費助成請求書
4.領収書の写し（宿泊費を申請する場合は、宿泊費の領収証も）
5.支給決定通知書の写し、健康保険限度額適用認定証（高額療養費に該当する場合）
6.北海道助成事業の助成決定通知書の写し（不育症治療を申請する場合）
7.医療費付加給付等支給証明書（該当者のみ）
8.印鑑、振込先の口座番号がわかるもの(申請者名義の通帳）

※高額療養費制度に該当する場合は、その限度額が助成対象となります。

交
通
費

宿
泊
費

・函館市内の医療機関
　1回2,450円

・渡島管内以外の医療機関に受診した場合（札幌市など）
　厚沢部町職員の旅費に関する条例に基づき自家用車を利用したものとして
  算出した車賃の額に２分の１を乗じて得た額

厚沢部町不妊治療費等助成事業

助成内容

・医療機関の領収書

・宿泊施設の領収書

・函館市
　なし

・渡島管内以外の医療機関に受診した場合（札幌市など）
　1回の通院につき１泊1名分を上限に、宿泊料の実費に２分の１を乗じて得た額。ただ
　し、助成の上限は１万円。

申請書類は、保健福祉センターに直接受け取

りにきて頂くことになりますので、助成を希望さ

れる方は保健師までご連絡ください。

　厚沢部町では子どもを安心して産み育てられる環境を支援するため、不妊治療にかかる
費用の助成を下記のとおり実施しています。

※高額療養費制度に該当する場合は、その限度額が助成対象となります。

上記治療に加えて、交通費・宿泊費も助成します。

助成を受けたい方は、事前に保健師まで連絡のうえ、保健福祉センターまでお越しください。

不
正
改
造
は
犯
罪
！

周
り
の
人
が
迷
惑
！

　

自
動
車
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い

手
段
と
な
っ
て
い
た
り
、
娯
楽
の

道
具
と
し
て
も
認
識
さ
れ
て
お

り
、
様
々
な
部
品
等
が
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
窓
ガ
ラ
ス
へ

の
着
色
フ
ィ
ル
ム
の
貼
り
付
け
や

基
準
不
適
合
マ
フ
ラ
ー
の
装
着
な

ど
の
不
正
改
造
車
の
存
在
が
生
活

の
安
全
・
安
心
を
脅
か
し
て
い
る

こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
不
正
改
造
に
つ
い
て

は
、
改
造
を
実
施
す
る
こ
と
、
改

造
さ
れ
た
自
動
車
を
走
行
さ
せ
る

こ
と
の
両
方
が
法
律
に
よ
っ
て
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
不
正
改
造
を

排
除
し
、
車
両
の
安
全
確
保
及
び

環
境
保
全
を
図
る
た
め
、「
不
正

改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」
を
全

国
的
に
実
施
し
て
お
り
、
６
月
を

強
化
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
も
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
不

正
改
造
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
不
正
改
造
は
行
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

総
務
省
で
は
、
６
月
１
日

（日）
を

「
電
波
の
日
」
と
定
め
、
６
月
10
日

（火）
ま
で
を
「
電
波
利
用
環
境
保
護

周
知
啓
発
強
化
期
間
」
と
し
、
電

波
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
周
知
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

不
法
電
波
は
、
携
帯
電
話
や
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
障
害
を
与
え
る

な
ど
日
常
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
だ
け
で
は
な
く
、警
察
や
消
防
、

救
急
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
、
人

命
に
か
か
わ
る
重
要
な
無
線
通
信

を
妨
害
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を

脅
か
し
ま
す
。

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で

は
電
波
監
視
を
実
施
し
、
適
正
な

電
波
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
ま

す
。
電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や

ご
相
談
は
左
記
へ
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

★
問
合
せ
先

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

☎
０
１
１
‐
７
３
７
‐
０
０
９
９

６

月

１

日

は

電

波

の

日

　

６
月
は
「
外
国
人
雇
用
啓
発
月

間
」
で
す
。

　

国
内
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人

は
多
数
お
り
ま
す
が
、
そ
の
就
労

状
況
を
み
る
と
、
社
会
保
険
等
の

未
加
入
や
適
正
な
労
働
条
件
が
確

保
さ
れ
て
い
な
い
等
の
問
題
が
散

見
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

外
国
人
を
雇
い
入
れ
る
際
は
、
次

の
３
点
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格

で
あ
る
こ
と

②
雇
入
れ
・
離
職
の
際
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
出
を

行
う
こ
と

③
労
働
保
険
・
社
会
保
険
等
の
加

入
を
は
じ
め
適
正
な
雇
用
管
理
を

行
う
こ
と

　

外
国
人
を
雇
用
す
る
際
は
、
ル

ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に
雇
用
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
問
合
せ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

又
は
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

外

国

人

雇

用

啓

発

月

間
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急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

６
月
の
休
日
当
番
医

（
受
付
時
間

：

９
時
〜
17
時
）

当番医 病 院 名（電話番号） 当番医 病 院 名（電話番号）

6月1日（日） 佐々木病院（52-1070） 7日（土） 厚沢部町国保病院（64−3036）

8日（日） 道立江差病院（52-0036） 14日（土） 乙部町国保病院（62−2331）

15日（日） 上ノ国診療所（55-2017） 21日（土） 佐々木病院（52-1070）

22日（日） 勤医協診療所（52-1366） 28日（土） 上ノ国診療所（55-2017）

29日（日） 乙部町国保病院（62−2331）

（
17
時
以
降
は
道
立
江
差
病
院
が
当
番
医
と
な
り
ま
す
）

　 ６月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔０１３９- ５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔０１３９- ６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月〜金曜日
 （祝祭日は休診）

眼 科

　　10 日（火）
　　11 日（水） 午前のみ
　　17 日（火） 
　　18日（水） 午前のみ

受 付
時 間

午前…  8時30分〜11時30分
午後… 13時30分〜15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する
　場合もあります。事前に病院へご確認ください。
※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日
　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり
　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分〜11時30分（初診は9時00分〜）

　　 午後…13時00分〜14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分〜16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

　
新任医師紹介新任医師紹介

　総合診療内科　武
む

川
かわ

　慶
けい

　医師

前任地：札幌医科大学付属病院
専門及び関心ある領域：内科から心臓血管手術
まで
趣味・特技：水泳
患者さんへ一言：函館に住んでいたことはござ
いますが、江差は初めてです。海が好きなので、
景色がきれいで心が洗われる毎日を過ごしてお
ります。いままで経験してきたことをフル活用
して、新しいことを吸収しながら、よりよい医
療をご提供できるよう邁進してまいります。ど
うぞよろしくお願いいたします。

診 療 科 診 療 日

総合診療科 午前　月～金曜日（午前11時迄の受付)

整 形 外 科 
（完全予約制）

午前　月・水・木・金曜日
　　　　　　　　　（午前11時迄の受付)
午後　金曜日　

循環器内科

午前　初診は月・火・木・金曜日
　　　　　　（水曜日の再診は予約のみ）
午後　初診は月・金曜日
　　　　　　（木曜日の再診は予約のみ）

消化器内科
午前　6.13日（午前11時迄の受付）
午後　6.13.26日（完全予約制）

呼吸器内科
午前　金曜日（午前11時迄の受付）
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　6.27日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科
午前　9日（午前11時迄の受付）
４月から曜日変更となりました。

小 児 科
午前  月～金曜日　
午後  火と木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日　午後　木曜日

精 神 科
午前　月～金曜日（初診は完全予約制）
午後　月・火・水曜日（完全予約制）

産 婦 人 科
午前　16.17日（午前11時迄の受付）
午後　16日

耳鼻咽喉科
午前　3.4.12.17.18.26日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　11.25日

眼 科
午前　12.26日（予約以外の初診受付11時迄)

午後　4.18.25日

皮 膚 科 午前　火曜日

６月～７月　行事＆お知らせ－６月＆７月の行事＆お知らせ－

6月8日 館城跡まつり

6月28日 うずら綱引き祭

　６月８日（日）‌９時 30 分より『第 35 回館城跡

まつり』が館小学校校庭で開催されます（雨天時

は館地域振興センター）。館小学校児童・こども

園園児の踊りや、はかまだ雪絵さんの歌謡ショー、

当路鹿子舞の披露等盛りだくさんのプログラムと

なっております。今年はビンゴの景品がより豪華

に！詳しい日程や内容は回覧されたチラシや町

ホームページでご確認願います。

　また、当日は巡回バスが運行されます。時刻表

は下記の通りです。

　６月 28 日（土）‌ 10 時より『第２回うずら綱引き祭』

が鶉地区研修センター前で開催されます。エント

リーしたチームが第２回チャンピオンになるべく

競います。優勝チームには賞金も。綱引き予選の

合間には厚沢部中学校吹奏楽部の演奏やこども園

はぜる園児の踊り、木村香澄さんやスリーアロー

ズのショー、クイズやジャンケン大会もあり。盛

りだくさんのプログラムとなっております。ぜひ

ご来場ください！

　綱引きにエントリーする場合は６月 14 日（土）ま

でに申し込みが必要です。エントリーは下記二次

元コードより。

　詳しい日程や内容は回覧されるチラシや町ホー

ムページでご確認願います。

綱引きエントリーは
こちら⇒

乗車（下車）場所 １号便 ２号便 ３号便 ４号便

館小学校前発 10:40 12:50 15:00
木間内ふれあいセンター前 9:05 10:50 13:00 15:10
ハマナスクラブうずら店 9:15 11:00 13:10 15:20
鶉バス停 9:20 11:05 13:15 15:25
赤沼ふれあいセンター前 9:35 11:20 13:30 15:40
厚沢部町役場 9:40 11:25 13:35 15:45
道の駅あっさぶ 9:45 11:30 13:40 15:50
厚沢部商工会 9:50 11:35 13:45 15:55
館小学校 10:00 11:45 13:55 16:05
旧館下バス停前 10:05 11:50 14:00 16:10
当路ふれあいセンター前 10:10 11:55 14:05 16:15
南館町パークゴルフ場前 10:15 12:00 14:10 16:20
富里ふれあいセンター前 10:23 12:08 14:18 16:28
館小学校前着 10:28 12:13 14:23

館城跡まつり巡回バス時刻表
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令和７年４月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,049 925 1,012 1,937（－4）

鶉地区 301 268 282 550（－2）

館地区 419 357 388 745（－6）

全 町 1,769 1,550 1,682 3,232（－12）

※外国人住民を含む

町の人口

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（５月20日届出分まで）

戸籍の窓

連続１５９ 日２

令和７年５月 20 日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

おくやみもうしあげます

－６月＆７月の行事＆お知らせ－

◎
ま
な
び
っ
く

☆
６
月
５
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

15
時
45
分
～
17
時
45
分

☆
６
月
24
日

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

◎
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
６
月
11
日

（水）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

運
転
免
許
更
新
時
講
習

令和８年度厚沢部町役場職員採用資格試験について

試験区分 建築技術職員

職務内容 建築技術業務及び一般行政事務に従事

受験資格

年齢要件 昭和60年（1985年）４月２日以降に生まれた者

住所要件
住所要件はありませんが、採用後当町に居住で
きる者又は通勤可能な者

資格等要件

①普通自動車運転免許
② 学校教育法による高等学校以上の学校で、建

築の学科又はこれに類する学科を履修し卒業
した者で、２級建築士又は１級建築士の資格
を有する者

③ 建築設計・施工に関する実務経験を、高卒の
場合は５年、短大・大学卒の場合は３年以上
ある者

試験内容 適性試験・面接試験

採用予定日 令和８年４月１日

給与

下記金額を基本とし、職歴にかかる経歴内容に
応じた加算をします。
初任給（大学卒）２２０，０００円
　　　（短大卒）２０４，４００円
　　　（高校卒）１８８，０００円

諸手当
扶養、住居、通勤、時間外手当等、町条例の定
めにより支給します。

勤務時間 月曜日から金曜日　８：30～17：15

休日・休暇 土日・祝祭日・年末年始・有給休暇等

受験申込必要書類
所定の受験申込書、履歴書、住民票、職務経歴
書、成績証明書、２級建築士又は１級建築士の
免許証明書の写し、健康に関する告知書

問合せ先

厚沢部町役場　総務財政課　総務係
☎０１３９‐６４‐３３１１
〒０４３‐１１１３
北海道檜山郡厚沢部町新町２０７番地

採用人数 上級：１名、初級：１名

申込用紙の配布場所
及び

提出、お問合せ先

●厚沢部町役場総務財政課総務係
　☎０１３９－６４－３３１１
　〒043-1113　檜山郡厚沢部町新町207番地
※町ＨＰからも申込書はダウンロードできます。

●檜山町村会事務局
　☎０１３９－５２－３５４４
　〒043-8558　江差町字陣屋町336-3
　　　　　　　檜山合同庁舎内

赤沼町　阿部　昭和さん（95歳）  4/10

南館町　田村久美子さん（60歳）　4/13

滝　野　下川部ハツイさん（92歳）　4/19

新　町　本田　礼司さん（72歳）　5/1

館　町　市居ツル子さん（87歳）　5/18

－６月＆７月の行事＆お知らせ－

　　ふるさと納税で厚沢部町を
　　応援してください！
　　　　　（町特設ＨＰは右記から）

バ
ス
運
転
手
合
同
就
職
相
談
会

 

の
開
催
に
つ
い
て

　

道
南
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
で
は
、
バ
ス
運
転
手
の
業
務

に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
や
就

職
・
転
職
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

を
対
象
に
、
函
館
地
区
バ
ス
協
会

と
共
催
で
就
職
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
、
バ
ス
会
社
８
社

が
個
別
ブ
ー
ス
を
設
け
、
採
用
条

件
や
育
成
制
度
な
ど
各
種
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
未
経
験
の
方
や

大
型
二
種
免
許
未
取
得
の
方
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
相
談

無
料
・
予
約
優
先
）

●
日
時　

６
月
22
日

（日）

　

８
時
30
分
～
16
時
30
分

●
場
所　

渡
島
総
合
振
興
局

　
　
　
　

３
階
講
堂

●
予
約
方
法　

６
月
18
日

（水）
ま
で

に
渡
島
総
合
振
興
局
Ｈ
Ｐ
の
参
加

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話
に

よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
同
振
興
局
Ｈ
Ｐ
（
左

記
２
次
元
コ
ー
ド
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
問
合
せ
先

　

渡
島
総
合
振
興
局
地
域
政
策
課

☎
０
１
３
８
‐
４
７
‐
９
４
３
１

　

江
差
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
で

は
、人
権
擁
護
委
員
の
日（
６
月
１

日
）の
行
事
の
一
環
と
し
て
、「
困

り
ご
と
心
配
ご
と
特
設
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員

が
身
近
な
法
律
問
題
や
人
権
問
題

に
関
わ
る
様
々
な
ご
相
談
を
お
受

け
し
、
解
決
へ
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
日
程　

６
月
６
日

（金）

★
時
間　

13
時
～
15
時

★
場
所　

　

役
場
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

 

２
階（
第
一
会
議
室
）

★
問
合
せ
先

　

住
民
税
務
課
生
活
安
全
係

 

☎
６
４
‐
３
３
１
３

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

　

函
館
弁
護
士
会
は
、
北
海
道
弁

護
士
会
連
合
会
と
協
力
し
、
身
近

に
弁
護
士
が
い
な
い
地
区
の
皆
様

が
弁
護
士
に
相
談
で
き
る
機
会
と

し
て「
す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

金
銭
や
不
動
産
、
消
費
者
問
題

な
ど
、
法
律
に
ま
つ
わ
る
ご
相
談

を
担
当
弁
護
士
が
無
料
で
お
受
け

し
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
関
す
る
一
切
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
日
頃
の

生
活
の
中
で
お
困
り
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談

下
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
事
前
予
約
制
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
相
談
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
次
の
予
約
・

問
合
せ
先
よ
り
事
前
に
予
約
を
し

て
下
さ
い
。

★
日
程　

６
月
20
日

（金）

★
時
間　

13
時
～
16
時

★
場
所　

　

役
場
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

 

１
階（
小
会
議
室
）

★
予
約
・
問
合
せ
先

　

住
民
税
務
課
生
活
安
全
係

 

☎
６
４
‐
３
３
１
３

す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談

厚
沢
部
郵
便
局

　

窓
口
時
間
変
更
（
試
行
）

　

厚
沢
部
郵
便
局
は
、
６
月
23
日

（月）
か
ら
、
下
記
表
の
通
り
、
窓
口

休
止
時
間
を
設
け
ま
す
。

※
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
取
扱
時
間
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

★
問
合
せ
先

　

厚
沢
部
郵
便
局

 

☎
６
４
‐
３
３
０
０

変更前 変更後

郵便 9：00 ～ 17：00
9：00

13：30

～  

～

12：30

17：00

貯金・保険 9：00 ～ 16：00
9：00

13：30

～

～

12：30

16：00

　厚沢部郵便局窓口の営業時間（平日）

　

（５月20日届出分まで）

今月の寄附件数 8件

今月の寄附金額 90千円
令和７年度

寄附件数累計 16件
令和７年度

寄附金額合計 181千円

前年度寄附金額 42,822千円

★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
６月 14 日・28 日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。

ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。
【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（☎0139-53-6301）】

北
海
道
行
政
職
員
採
用
試
験
に

つ
い
て

　

北
海
道
行
政
職
員
採
用
試
験
Ｂ

区
分
（
18
歳
～
21
歳
）
に
つ
い
て

●
申
込
期
間　

　
　

６
月
９
日

（月）
～
７
月
14
日

（月）

税
務
職
員
募
集
に
つ
い
て

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
、
税
務
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
期
間　

　
　

６
月
13
日

（金）
～
６
月
25
日

（水）

おたんじょうおめでとう！

新町　　金　原　　夢
ゆめ

　ちゃん  05/16　

　　　（周平さん＆真璃子さん）
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あとがき

▼
あ
る
夜
、
両
手
を
口
に
当

て
て
あ
く
び
を
し
た
際
に
、

娘
に
「
あ
、
神
様
だ
！
な
む

な
む
～
」
と
拝
ま
れ
ま
し

た
。
突
然
の
神
格
化
に
、
あ

く
び
を
し
た
口
が
ふ
さ
が

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
や

ら
両
手
を
口
に
当
て
る
と

私
に
神
様
が
降
臨
す
る
よ

う
で
す
。
娘
が
テ
レ
ビ
に
夢

中
で
片
付
け
を
し
な
い
時
、

お
風
呂
に
な
か
な
か
入
ら

な
い
時
等
、
両
手
を
口
に
当

て
る
と
す
ぐ
言
う
こ
と
を

聞
く
の
で
、
我
が
家
に
は
頻

繁
に
神
様
が
降
臨
し
ま
す
。

▼
今
年
は
春
か
ら
ネ
ズ
ミ

が
多
い
で
す
ね
。
我
が
家
の

倉
庫
も
わ
や
で
す
。
ト
ラ
ッ

プ
に
か
か
る
ネ
ズ
ミ
を
観

察
す
る
と
、
大
小
さ
ま
ざ
ま

で
、
赤
毛
も
い
る
こ
と
か

ら
、
普
段
は
山
に
生
息
す
る

ネ
ズ
ミ
も
入
っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
多
様

な
ネ
ズ
ミ
が
集
ま
っ
て
チ

ュ
ー
学
校
の
体
育
祭
で
も

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
と
も
万
博
か
な
？

▼
表
紙
と
裏
表
紙
を
中
学

校
の
体
育
祭
が
飾
り
ま
し

た
。
今
年
の
体
育
祭
の
テ
ー

マ
は
「PLU

S

　U
LTRA

～
今

日
の
ヒ
ー
ロ
ー
は
私
た
ち

～
」
で
し
た
。
生
徒
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、

体
育
祭
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
な

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
も
両
手
を
口
に
当

て
て
、
生
徒
た
ち
の
活
躍
を

見
守
り
ま
し
た
。（
あ
ら
き
）

　

５
月
24
日

（土）
、
第
６
回
厚
沢
部
中
学
校
体
育
祭
が
、
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
保
護
者
や
観
客
ら
が
見
守
る
中
、
生
徒
た

ち
の
凛
と
し
た
入
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
応
援
合
戦
か
ら
１
０
０
ｍ
走
、

各
学
年
種
目
、
大
縄
跳
び
、
親
子
種
目
、
紅
白
対
抗
全
員
リ
レ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
全
員
が
全
力
で
行
事
に
取
り
組
む
姿
に
、
保
護
者
ら
か
ら
は

た
く
さ
ん
の
声
援
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

▲１年生団体種目　障害物リレー ▲２年生団体種目　パンくい競争

▲応援合戦の様子

▲３年生パフォーマンス ▲学年別大縄跳び

時
と

間
き

刻 む
を

『第６回厚沢部中学校体育祭』『第６回厚沢部中学校体育祭』


